
 
平成27年度 第9回 宮城大学大学院 食産業学研究科 教授会 議事録 

 
  

開催場所  管理棟 大会議室 開催日時 平成27年11月11日（水）14:55～15:50 

出席者 
 
 
 

 

 
 

 

31名／定数36名 
齋藤(満)教授，富樫教授，石田教授，大竹教授，川村教授，郷古教授，西川教授，小林教授，北辻教授， 

井上教授，木村教授，森本教授，中村(茂)教授，笠原教授，原田(茂)教授，中村(聡)教授，白川准教授， 

森田准教授，毛利准教授，原田(鉱)准教授，岩井准教授，神宮字准教授，須田准教授，菰田准教授， 

金内准教授，川島准教授，日渡准教授，石川准教授，君塚准教授，紺屋講師，伊吹講師 

 

〔欠席〕岩堀教授，三石教授，都准教授，千葉准教授，菊地准教授 

 

（事務局）千葉事務室長，石澤室長補佐，佐藤主幹，岡崎主査，菅野主事 

 
 議  事  内  容 
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報告事項 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

議事録署名人に研究科長，中村（茂）教授を指名した。 

 

（１）平成 27年度第 8回研究科教授会議事録の確認について  

平成 27年度第 8回研究科教授会議事録については原案のとおり承認された。 

 

（２）博士論文予備審査委員（副査）について 

  教務委員長より資料 1に基づいて，博士後期課程 博士論文予備審査委員（副査）の推薦に 

ついて説明された。論文審査の対象となる学生の主指導教員より，他大学の教員に副査を 

依頼する理由や被推薦者の研究・教育実績等について説明がなされ，原案のとおり承認された。 

 

（３）平成 29年度入学 研究科入学者選抜試験について 

  入試委員長より別添資料に基づいて，平成 29 年度入学食産業学研究科（博士前期課程）一

般選抜における TOEFL等外部試験の活用について，これまでの経緯及び活用の方法等について

説明がなされた。TOEFLや TOEIC等のスコアを活用することで，より客観的な英語力の判定が

可能となるため原案に賛成であるという意見がある一方で，本学開講科目内で受験した TOEIC 

IP のスコアをもって提出に代えることができるという取扱いについて，他大学からの受験生

との公平性の観点や，2年で受験した際のスコアを利用する場合においては，研究科進学時点

での実際の英語力を確認することとならない可能性が懸念されるという意見が出された。指摘

があった内容について入学試験委員会で再度検討し，原案において記載されていない大学院教

育レベルに必要な英語力の記載を含め，文言の修正をした上で入学試験実施本部会議に実施案

を提出することが承認された。 

また，平成 29年度入学 食産業学研究科（博士前期課程）特別選抜＜外国人留学生＞の新設

について，新設の目的等が説明された。外国人留学生の定義について精査する必要があるとの

指摘があり，全学で対応を統一する必要があることから，事業構想学研究科における取扱い等

も確認の上，必要な修正を行い，入学試験実施本部会議に案を提出することとなった。 

 

（１）平成 28年度非常勤講師任用計画について 

  教務委員長より学部別添資料 1に基づいて，10月教授会で審議された平成 28年度非常勤講

師任用計画案について，教務委員会で修正を加え理事会提出前の副学長のヒアリングに向け提

出したことが報告された。 

 

（２）研究科委員会報告 

●教務委員会 

委員長より，博士後期課程の中間発表会について 3 年次生が平成 27 年 11 月 30 日，2 年次

生が 11月 26日に実施することが説明され，博士前期課程 1年次生の中間発表会は年末に実施

予定で現在日程調整中であることが報告された。 

 



 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 ●入学試験委員会 

委員長より 10月教授会において口頭で報告された平成 27年 9月 11日に実施した平成 28年

度入学食産業学研究科（博士前期課程）の特別選抜＜推薦入学＞及び一般選抜の結果について

改めて報告がなされ，第二期募集に向けた学内外への周知について協力が依頼された。 

 

 

 

   

議事録署名人     齋藤 満保   印  

 

   中村 茂雄   印  
 

 


